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はじめに 

看護学における臨地実習は、講義・演習とならび「授

業」として位置付けられている。臨地実習は、青年期

にある看護学生が、自分とは異なる発達段階にある患

者を理解し、患者の生活を援助することを学ぶ難易度

の高い授業である。効果的な授業展開を行うために、

学内授業と同様に実習指導案が作成され、計画的に指

導を行うことが必要である。厚生労働省の「看護師等

養成所の運営に関する指導ガイドライン」では、実習

指導には、実習施設で学生の指導にあたる看護職員を

実習指導教員として確保することが望ましいとされて

いる。そのため、臨地実習場では、看護職員が、実習

指導教員として担当が決められている。そして、臨地

実習では、看護学校の教員だけではなく、臨地実習の

場となる看護職員も連携をとりながら教育にあたる。

看護学生が効果的に臨地実習で学ぶためには、臨地実

習に携わる実習指導者の教育力は重要となる。 

独立行政法人国立病院機構東海北陸グループ内には、

看護学校が５校ある。これら５校の看護学校は、臨地

実習の大半を国立病院機構の病院で行っている。５校

の看護学生が臨地実習で良い学び、効果的に学ぶ環境

を整えるために、各病院では、実習指導に携わる看護

職員に対し、実習指導開始前に研修を実施している。

しかし、質の良い指導力のある実習指導者を育てるた

めに、国立病院機構東海北陸グループでは、１年に１

度、「保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施要

領」を基に「助産師・看護師実習指導者講習会」を開

催している。講習会直後に、講習会の満足度を把握し、

講習会をどう感じたか感想を聞いている。しかし、講

習会を受講した研修生が何を学んでいるのか、その後

実習指導で活用されているのか、どのように活用して

いるのかは明らかにできていない。質の良い指導力の

ある実習指導者を育て、看護学生が効果的な学びを得

ることができる環境を作るために、講習会での学びを

明らかにする必要がある。 

目的 

実習指導者講習会前後のレポートの分析を行うこと

で、受講生の講習会で求めている事柄、講習会での学

びの内容や受講後の変化を明確にする。実習指導者講

習会後で実習指導を経験した後のアンケートを分析す

ることにより、講習会での学びがどのように活用され

ているのかを明確にし、今後の講習会の実施方法を検

討する。 

方法 

実習指導者講習会前後のレポート分析は、平成２５

年から平成２９年の東海北陸グループ主催の実習指導

者講習会の参加し、研究協力を得られた１２６名分の

レポートの分析を実施した。テキスト分析ソフト

KHcoder を用いて単語頻度分析、共起分析を行った。

共起分析では、臨床経験による区分「４～９年目の看

護師」「１０年以上の看護師」「６～９年目の副看護師

長」「１０年以上の副看護師長」、上司によるコメント

による区分「新米」「未熟」「役職」で分析を行った。

また、頻出するキーワードや意味内容の類似性に沿っ

てカテゴリー化し分析を行った。 

実習指導者講習会後で実習指導を経験した後のアンケ

ートによる分析は、平成２５年から平成２９年に東海

北陸グループ主催の実習指導者講習会の参加し、アン

ケートに協力のあった８６名の結果を単純集計とカテ

ゴリー分類による分析を行った。 

結果 

実習指導者講習会前後のレポート分析のテキスト分析

ソフトを用いた分析、単語頻度分析では、講習会前は

「指導」「学生」「実習」「学ぶ」が上位を占めた。講習

会後は「学生」「指導」「実習」「自分」が上位を占めた。

共起分析の臨床経験による分析では、全ての臨床経験

において、実習指導者講習会後では、講習会前に比べ、

用語の数と共起関係が増加した。また、実習指導の具
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体的な方法や実習指導への気持ちに関する用語が増え

た。上司によるコメントによる区分の分析では、「新米」

は、講習会後は語数と共起関係が増えた。「未熟」「役

職」は、講習会前後で重複している用語が多かった。「未

熟」は、講習会前後では、語数や共起関係に大きな変

化はなかった。「役職」は、講習会前後共に語数は多か

った。カテゴリー分析では、講習会前は、６つのカテ

ゴリーで構成された。【実習指導に対する思い】【学び

たい知識や技術】【実習指導の実際】【なりたい実習指

導者像】【実習指導を行う上での問題】【知識獲得以外

で求めること】に分類された。講習会受講後は、４つ

のカテゴリーで構成された。【講習会を受講したことで

得た学び】【自分自身に関する気付きや変化】【実習や

学生に対する気付きや思いの変化】【目指す実習指導者

像】に分類された。 

 実習指導者講習会後で実習指導を経験した後のアン

ケートによる分析、「実習指導者講習会直後に感じた 

こと」のカテゴリー分類では、５つにカテゴリーで構

成された。【指導者講習会での学び】【思考や感じ方の

変化】【他施設の者との交流】【指導者講習会で過ごし

たことでの気持ち】【講習会で感じたこと】に分類され

た。「実習指導者講習会後に実習指導を繰り返し行って

感じたこと」のカテゴリー分類では、５つのカテゴリ

ーによって構成された。【実習指導の難しさ】【実習指

導の現状に対する不満】【自分自身の成長】【変化】【実

習指導で必要と考えること】に分類された。 

 

考察 

受講生は、実習指導者講習会に実習指導の教育の知識

や指導方法の習得を求めて受講し、講習会受講後は、

指導内容を考えて指導を行い、実習要項を読んで実習

指導に臨むという変化をしている。実習指導者講習会

の目標である、実習指導の知識や指導方法を身に着け

る機会になっていることがわかる。実習指導者講習会

で実習指導に関する知識を得たことにより、学んだ知

識を活用しながら指導方法を実践している。それによ

り、自分なりの指導方法を考え見出す機会になってい

ると言える。知識を得たことにより、どのように行動

したらよいかを考えることができ、行動の変化に影響

した可能性がある。 

講習会受講後の学びの広がり方や変化は、経験年数や

勤務環境、受講動機が影響を与えることがわかった。

講習会受講の対象者は、様々なレディネスの受講者で

ある。講習会受講を効果的なものにし、様々な背景を

抱えた受講生達が目的目標を達成するためには、講習

会前や講習会中に動機付けを行うことが必要である。

講義の目的や活用の説明や演習中に背景をふまえた関

わりをすることが必要であると言える。講習会後では、

「あらたな学びや学生の変化」という結果が出ていた。

繰り返し実習指導を行った後には、「指導の難しさ」「指

導の現状に対する不満」と変化していた。学生の質の

変化、臨地実習で求められる目標の高さ、実習指導者

を取り巻く病棟の環境、看護教員との連携の難しさが

影響したと考える。講習会で知識を与え、指導方法を

知る機会や変化する機会を与えるだけでは、良い実習

指導者の育成には不十分であることがわかる。指導を

重ねた実習指導者に対し、実習指導の悩みの解決に繋

がる学習や病棟や看護教員との調整力をつける学習な

どの機会を作り続けることが必要と言える。 

 

結論 

１．実習指導者講習会は、教育の知識や指導方法を学

ぶ機会である。 

２．実習指導者講習会は、行動を変化させる機会であ

る。 

３．実習指導者講習会は、成長を促す機会である。 
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